
～ ひろう ～

いなりもりパークで、幼い子どもたちが滑り台で遊んでいます。

そばで母さんたちがお話をしながら見守っています。小学生も遊んでいます。

私たちは、その様子を見ながら、草取りを始めます。

通りかかった年配の女性が聞きます。 「誰がやっているの」。

「飯泉・鴨宮の自治会の呼びかけで、月に一回、地域の方々がやっています。

公園美化の他に地域の道路のゴミを拾う活動もしています」。

公園の奥の草藪も刈ります。隠れていた土の細い道を空けます。

次の日の朝、お年寄りがその道を散歩しています。「歩きやすくなった。

ありがとう」と。

次の月、散歩道の邪魔になっているようだと、道に被さっている枝を

切ります。

そして、その次の月、ガラスの破片やゴミを拾っていると、小学生の子ども

たちが茂みからカンを拾って届けてくれました。「ありがとう」。

ゴミをひろって、声をひろって、思いをひろって・・・みんな活動中です。

鴨宮２区自治会 会長 荒木 慶市

中里２区では、美化清掃を６月と１１月に年２回行います。例年各組内や自宅の周り、巡礼街道・

酒匂堰沿いの美化清掃を家族ぐるみで活動しています。幼児から小中高生やお年寄りまで毎回７０名以上の参加

で行ってきましたが、今年度はコロナ感染拡大防止のため中止せざるを得ませんでした。

中里２区自治会活動の三世代交流とも言える活動です。来年度は、活動の再開が切に望まれます。

今年度のまちづくり委員会「あいさつ・防犯・清掃」活動では、毎回１５名前後の参加で活動しています。

９月は中里２区悠友会行事、社会奉仕の日と協賛で行いました。隔月毎に巡礼街道の南側と北側を交互に

清掃します。燃せるゴミ２～4袋、カン、ビン、燃せないゴミ各小1袋ずつ

程度のゴミが集まります。公園内の草むしりや枝の剪定も同時に行って

います。また、日頃から巡礼街道沿いを含め地域の清掃を行って下さっ

ている方々もいられ頭の下がる思いです。

子どもから高齢者まで元気に安心して暮らせるきれいな地域で

ありたいと願っています。

中里２区自治会 会長 夏苅 宏
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『防犯活動とあいさつ活動を兼ねた清掃活動の実施』は、コロナ感染症対策により３密を避けるため、

規模の縮小を余儀なくされました。それでも７年目を迎えた活動は、各自治会の地道な取り組みにより、

清掃活動が実施され、ごみのない清潔な街が維持されています。
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｟活動日｠

毎月第４木曜日

15時～

（１時間弱）

下府中まちづくり委員会では、地域キャッチフレーズ『小田原の中核として発展し、みんな仲

良く生き生きと暮らせる町、下府中』のもと様々な活動を行っています。令和２年度の活動状況

をご紹介します。これからも下府中地域の多くの方が楽しく参加できるように進めてまいります。

皆さんのご参加をお待ちしています。

全体事業活動

年度 参加人数 年度 参加人数 年度 参加人数

平成27年 1,358人 平成28年 1,165人 平成29年 1,237人

平成30年 1,221人 令和元年 1,056人 令和２年 759人(4～12月)



～ 河川美化への想い ～

良好な自然環境を保全するとともに環境美化意識の向上を図るとの目的の下、地区内を流れる２河川の清掃を

例年１０月に実施してきましたが、令和２年は、新型コロナの終息が見えない中にあって、１６０名を超える

参加者の密を避けることは難しいことから中止を余儀なくされました。

私は、酒匂堰沿いに住んでおりますが、毎日多くのペット

ボトルやカンあるいはトレー類が下流に流れていくのを

見て遣りきれない思いをしています。

こうした中、事情が許せば年数回でも清掃活動が行えたら

と思っていますが、少しでも河川や海洋汚染を食い止める

ため、本活動に対する地区皆さんの更なるご理解と上流の

地区にもこの河川美化活動が広がることを期待したいと

思います。

河川美化分科会 会長 星﨑 政光

～コロナウィルス感染防止対策を重点に！～

本年度はコロナウィルス感染拡大により、従来の防災訓練、講習会等の活動ができないため、本年度の防災分

科会の活動として、広域避難所運営マニュアルの改訂を行っています。きっかけは昨年の台風１９号時の避難所

運営です。これまで何度か広域避難所を開設しましたが、本格的な避難所運営は初めてで、現状のマニュアル

には、問題点や改善の必要な点が判明したことです。

マニュアルの改訂にあたっては、

『災害発生から開設準備、避難者の受け入れ、避難所運営の各ステップでの行動、必要資材、書類等を明記する』

『鴨中、下府中小、２つの避難所で極力共通のマニュアルとする』

『ペット同伴避難者への配慮』

『コロナウイルス感染防止対策を徹底する』

これらの点を考慮しマニュアルの改訂

作業を行っています。

コロナウィルス感染防止対策については、

各避難所で運営委委員の皆様と、検討会を

行いマニュアルに反映させました。

現在、マニュアルの原案が、ほぼ完成し

防災分科会での検討会、承認を経て

リリースの予定です。

防災分科会 書記 岡本 伸幸

防災分科会
令 和 ２ 年 度

分科会活動の紹介

～ 歴史を学びウォーキングで健康増進を ～

健康分科会では、地域の方が絆を深め健康で文化的な生活を

営む一助として、今年もウォーキング「わが町を歩き歴史を

学ぼう」を実施しました。

今回は、第３弾として、令和２年１１月２９日（日）に

下曽我の里を歩き歴史ある寺社等を巡りました。当日は、

ウォーキング日和とまではいきませんでしたが、それでも

コロナ禍の中にもかかわらず総勢２６名の方の参加を得て

行うことができました。

２名の小田原ガイド協会の方の案内で、梅の里センターを

起点に２班に分かれて出発しました。下曽我の地は、瑞雲寺、

宗我神社、法輪寺、城前寺、二宮尊徳遺髪塚など歴史的な

見所も満載で、ガイドの方の詳しいけれども分かりやすい

説明もあり、いつもだったら見過ごしてしまうようなこと

まで気づかせていただき、とても楽しく有意義な時間を過ご

すことができました。来年度も、新たなコースを立ち上げて

ウォーキングを行いたいと考えています。健康増進のため

にも、皆様ご一緒に歩きましょう。

健康分科会 会長 山田 徹夫

健康分科会

（宗我神社）

（下曽我駅前）

（二宮尊徳遺髪塚）

河川美化分科会

（法輪寺前）

自治会活動の紹介 ～大道自治会～

大道の「みどりの広場」に楽しいベンチができました。

大道自治会役員で事前に白く下地を塗った３つのベンチに、

子ども会の子ども達が、３チームに分かれて相談しながら、

思い思いに色をつけ、絵を描いていく様子は、見ている

大人たちも笑顔にしていきます。

出来あがったベンチは、どれも自由な発想の絵に明るい色使い。これからみどりの広場を訪れる人々を

楽しい気持ちにさせてくれるでしょう。

是非一度、散歩がてら来て見て座ってみてください。春は桜、夏は緑の芝生も待っています。

大道自治会 森重 宏明
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